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６月

７月

10 月

11 月

９月

打

遊

波

酒

勝

住

受

送

区

丁

陽

負

始

短

終

配

都

県

暗

皮

寒

箱

炭

第

消

荷

進

君

拾

指

列

投

代

助

待

重

階

去

仕

両

州

軽

問

悪

号

死

部

板

柱実

詩

秒

筆

笛

港

歯

宮

宿

勉

服

着

鼻

血

流

集
うつ・だ

あそぶ・ゆう

なみ・は

さけ・しゅ

かつ・しょう

すむ・じゅう

うける・じゅ

おくる・そう

く

ちょう

よう

まけ・ふ

はじめる・し

みじかい・たん

おわる・しゅう

くばる・はい

みやこ・と

けん

くらい・あん

かわ・ひ

さむい・かん

はこ

すみ・たん

だい

けす・しょう

に

すすむ・しん

きみ・くん

ひろう・しゅう

ゆび・し

れつ

なげる・とう

かわる・だい

たすける・じょ

まつ・たい

おもい・じゅう

かい

さる・きょ

つかえる・し

りょう

しゅう

かるい・けい

とう・もん

わるい・あく

ごう

しぬ・し

ぶ

いた・ばん

はしら・ちゅうみのる・じつ

し

びょう

ふで・ひつ

ふえ・てき

みなと・こう

は・し

みや・きゅう

やど・しゅく

べん

ふく

きる・ちゃく

はな・び

ち・けつ

ながれる・りゅう

あつめる・しゅう


